
１　

給
付
か
ら
監
視
へ

│
ネ
オ
リ
ベ
ラ
リ
ズ
ム
下
の
厚
生
政
策

　

二
〇
〇
〇
年
五
月
、
児
童
虐
待
の
防
止
等
に
関
す
る
法
律
（
以
下
、

児
虐
法
）
が
制
定
さ
れ
、一
一
月
か
ら
施
行
さ
れ
た
。
ド
メ
ス
テ
ィ
ッ
ク
・

バ
イ
オ
レ
ン
ス
（
二
〇
〇
一
年
）、
心
神
喪
失
者
（
二
〇
〇
五
年
）、
障
害

者
自
立
支
援
（
二
〇
〇
五
年
）
等
を
対
象
と
し
た
「
福
祉
」
を
直
接
の
立

法
趣
旨
と
す
る
法
律
も
、
こ
の
こ
ろ
続
々
制
定
さ
れ
て
い
る
。
日
本
が

フ
ォ
ー
デ
ィ
ス
ト
的
福
祉
政
策
を
捨
て
、「
小
さ
な
政
府
」
を
め
ざ
す

ネ
オ
リ
ベ
ラ
リ
ズ
ム
が
支
配
的
に
な
っ
た
時
代
、
こ
う
し
た
福
祉
立
法

が
次
々
と
な
さ
れ
た
の
は
な
ぜ
だ
ろ
う
か
。

　

そ
こ
に
は
、国
家
の
厚
生
政
策
の
明
確
な
質
的
変
化
が
あ
る
。
フ
ォ
ー

デ
ィ
ズ
ム
で
は
、
生
活
保
護
を
代
表
に
、
金
銭
や
サ
ー
ビ
ス
給
付
が
中

心
だ
っ
た
。
こ
れ
に
対
し
ネ
オ
リ
ベ
ラ
リ
ズ
ム
で
は
、
管
理
・
監
視
に

政
策
の
軸
足
が
移
っ
て
い
る
。
ネ
オ
リ
ベ
ラ
リ
ズ
ム
は
、
自
由
放
任
を

唱
え
な
が
ら
、
新
古
典
派
経
済
学
が
前
提
す
る
人
間
類
型
に
し
た
が
っ

て
人
間
を
性
悪
説
的
に
捉
え
る
の
で
、
監
視
カ
メ
ラ
設
置
や
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
制
度
等
を
通
じ
た
監
視
社
会
を
つ
く
り
だ
し
、
国
家
の
権
力
性

を
ま
す
ま
す
露
出
さ
せ
て
ゆ
く
。
本
稿
が
児
虐
法
を
と
り
あ
げ
る
の
は
、

こ
う
し
た
脈
絡
に
お
い
て
制
定
さ
れ
た
諸
法
の
中
で
特
異
で
、
市
民
の

人
権
を
重
大
な
危
機
に
さ
ら
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

　

児
虐
法
は
、
自
、
公
、
保
守
の
与
党
三
党
が
整
備
を
す
す
め
、
野
党

を
と
り
こ
み
つ
つ
、
議
員
立
法
と
し
て
提
案
さ
れ
て
国
会
の
全
会
一

寄稿
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致
に
よ
り
可
決
・
成
立
し
た
（
１
）

。
厚
生
省
は
、
こ
の
立
法
に
先
立
ち
、
児

童
虐
待
が
急
増
し
、
虐
待
死
等
の
深
刻
な
事
例
が
増
え
て
い
る
と
い
う

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
持
続
的
に
は
り
、
一
九
九
九
年
に
は
後
に
児
虐
法
に

取
り
込
ま
れ
る
児
童
虐
待
の
定
義
の
拡
張（
２
）を

行
な
う
な
ど
し
て
、
周
到

に
立
法
化
へ
の
道
を
付
け
た
。
そ
の
な
か
に
は
、
児
童
福
祉
法
が
定
め

る
一
時
保
護
制
度
の
質
的
改
変
に
つ
な
が
る
、
今
日
の
児
虐
法
の
核
と

い
う
べ
き
「
親
権
制
限
の
法
整
備
」
の
提
案
が
含
ま
れ
て
い
た
。
親
子

の
面
会
・
通
信
制
限
を
行
い
、
子
供
を
長
期
間
直
接
国
家
権
力
の
下
に

晒
す
こ
と
を
意
味
す
る
こ
の
提
案
は
人
権
上
大
き
な
問
題
を
は
ら
む
に

も
か
か
わ
ら
ず
、
当
時
の
メ
デ
ィ
ア
は
好
意
的
に
論
評
し
て
い
る
（
３
）
。
厚

生
省
が
主
体
的
に
「
児
童
虐
待
」
の
法
制
化
に
動
い
て
世
論
操
作
を
進

め
、
世
論
が
ま
と
ま
っ
た
と
み
た
段
階
で
一
気
に
立
法
化
に
突
き
進
ん

だ
形
跡
が
あ
る
。

　

そ
の
結
果
、
何
が
起
こ
っ
た
か
。
厚
生
労
働
省
（
以
下
、
厚
労
省
）
が

発
表
し
た
「
児
童
相
談
所
で
の
児
童
虐
待
相
談
対
応
件
数
」（
図
１
）
に

よ
る
と
、
児
虐
法
制
定
以
来
「
虐
待
」
数
は
放
物
線
的
に
増
え
た
。
児

虐
法
が
制
定
さ
れ
た
の
だ
か
ら
、
そ
れ
が
有
効
に
働
き
、
児
童
虐
待
数

は
減
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
は
ず
で
あ
る
。
奇
妙
な
こ
と
に
、
児
虐
法

制
定
は
全
く
逆
の
効
果
を
生
ん
で
し
ま
っ
た
よ
う
に
見
え
る
。

２　

子
供
の
権
利
と
、
恣
意
的
な
「
虐
待
」
概
念

　

子
供
も
市
民
の
一
員
と
し
て
の
権
利
を
有
し
、
健
康
で
文
化
的
な
生

図1: 児童相談所での児童虐待相談対応件数
（出所） 厚労省  報道発表資料 「子ども虐待による死亡事例等の検証結果（第9次報告の概要）及び
児童虐待相談対応件数等」2013年 7月 （一部改変） 
http://www.mhlw.go.jp/stf/houdou/2r98520000037b58-att/2r98520000037ban.pdf
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育
環
境
が
保
障
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
し
か
し
子
供
は
発
達
途
上

に
あ
る
か
ら
、
成
人
と
は
異
な
る
独
自
の
権
利
を
も
ち
、
義
務
関
係
に

置
か
れ
る
。
例
え
ば
、
子
供
に
は
選
挙
権
が
な
く
、
民
主
主
義
へ
の
参

与
が
制
限
さ
れ
て
お
り
、
か
わ
り
に
、
一
人
前
の
市
民
と
し
て
発
達
す

る
た
め
、
初
等
な
ら
び
に
前
期
中
等
教
育
を
受
け
る
こ
と
が
義
務
付
け

ら
れ
て
い
る
。
子
供
は
親
の
親
権
に
服
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
し

て
、
国
家
は
、
子
供
の
み
を
対
象
と
し
た
、
少
年
法
な
ど
の
法
律
や
行

政
機
構
を
設
置
し
て
い
る
。
児
童
相
談
所
（
以
下
、
児
相
）
や
少
年
院
は
、

そ
の
一
例
で
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
に
子
供
は
、
自
ら
の
権
利
を
制
限
し
、
時
に
有
形
力
行
使

に
よ
り
そ
の
意
思
を
貫
徹
し
よ
う
と
す
る
諸
主
体
と
葛
藤
す
る
環
境
の

中
で
発
達
し
て
ゆ
く
。
子
供
に
有
形
力
を
行
使
す
る
主
体
に
は
、
大
き

く
分
け
て
、
親
、
学
校
、
国
家
の
三
つ
が
あ
る
。
有
形
力
行
使
が
過
ぎ

る
と
子
供
に
対
す
る
権
利
の
侵
害
が
発
生
し
、
子
供
の
十
全
な
発
達
が

損
な
わ
れ
る
。

　

子
供
に
対
す
る
有
形
力
行
使
の
う
ち
、
学
校
が
行
な
う
体
罰
に
つ
い

て
は
、
学
校
教
育
法
第
一
一
条
但
書
に
お
い
て
、
戦
後
ま
も
な
く
明
確

に
禁
止
さ
れ
た
。
殴
る
・
蹴
る
と
い
っ
た
直
接
の
有
形
力
行
使
だ
け
で

な
く
、
遅
刻
し
た
生
徒
に
授
業
を
受
け
さ
せ
ず
監
禁
す
る
こ
と
で
生
徒

の
学
習
権
を
強
力
的
に
制
限
す
る
と
い
っ
た
行
為
も
、
体
罰
と
し
て
禁

止
さ
れ
て
い
る
。
体
罰
が
禁
止
さ
れ
た
学
校
は
、
文
部
科
学
省
（
以
下
、

文
科
省
）
所
管
で
あ
る
。

　

親
の
有
形
力
行
使
に
つ
い
て
は
、
民
法
八
二
二
条
が
、
子
の
懲
戒
権

を
親
権
者
に
長
い
間
認
め
て
き
た
。
児
虐
法
制
定
の
後
、
二
〇
一
二
年

に
民
法
が
改
正
さ
れ
た
折
、
親
は
子
供
を
懲
戒
場
に
入
れ
る
こ
と
が
で

き
る
と
い
う
ア
ナ
ク
ロ
ニ
ズ
ム
な
規
定
が
削
除
さ
れ
た
が
、
懲
戒
権
自

体
は
、「
子
の
利
益
の
た
め
に
」
と
い
う
よ
り
明
確
な
定
義
を
う
け
存

続
し
て
い
る
。
懲
戒
権
は
合
法
で
あ
る
か
ら
、
取
り
締
ま
り
の
所
轄
官

庁
は
な
い
。
こ
の
ほ
か
、
子
供
に
対
す
る
有
形
力
行
使
を
取
り
締
ま
る

規
定
と
し
て
、
成
年
に
対
す
る
と
同
様
の
、
暴
行
罪
と
傷
害
罪
を
定
め

た
刑
法
が
あ
り
、
こ
れ
は
警
察
の
所
轄
で
あ
る
。

　

こ
の
懲
戒
権
・
体
罰
・
暴
行
と
い
う
、
子
供
に
対
す
る
有
形
力
行
使

に
か
か
わ
る
三
位
一
体
の
法
体
系
に
、
厚
生
省
所
管
の
児
虐
法
が
迸
入

し
て
き
た
。
こ
う
し
て
、
親
に
よ
る
有
形
力
行
使
が
、
児
相
と
い
う
一

行
政
機
関
が
に
な
う
、
厚
労
省
の
権
益
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

　

児
虐
法
は
、「
虐
待
」
の
定
義
を
第
二
条
に
定
め
て
い
る
。
こ
れ
は

四
項
目
に
ま
た
が
り
、「
児
童
に
対
す
る
著
し
い
暴
言
」
と
い
う
、
言
葉

に
よ
る
対
応
も
含
ま
れ
る
。
こ
れ
を
杓
子
定
規
に
解
釈
す
れ
ば
、
例
え

ば
、
親
が
宿
題
を
や
ら
せ
よ
う
と
子
供
を
強
い
言
葉
で
叱
責
し
、
尻
を

叩
い
た
た
だ
け
で
も
「
虐
待
」
と
な
る
が
、
こ
れ
で
は
民
法
が
認
め
る

親
権
者
の
懲
戒
権
と
対
立
を
き
た
す
。
そ
れ
ゆ
え
、
何
が
「
虐
待
」
と

判
定
さ
れ
る
か
に
つ
い
て
、
現
実
に
は
、
大
幅
な
行
政
裁
量
の
余
地
が

存
在
す
る
。
こ
の
裁
量
が
い
か
な
る
も
の
か
は
、
法
文
を
読
ん
だ
だ
け

で
は
わ
か
ら
ず
、
市
民
に
と
っ
て
ブ
ラ
ッ
ク
ボ
ッ
ク
ス
と
化
し
て
い
る
。
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換
言
す
れ
ば
、
懲
戒
権
と
虐
待
と
の
境
界
線
を
国
家
の
裁
量
で
任
意
に

変
え
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
児
童
虐
待
件
数
は
、
い
か
よ
う
に
も
調
整
で

き
る
の
で
あ
る
。
き
わ
め
て
曖
昧
で
恣
意
的
な
日
本
の
「
虐
待
」
の
定

義
が
、
こ
う
し
て
で
き
あ
が
っ
た
（
４
）
。

３　
「
児
相
の
利
益
が
児
童
の
利
益
」

　
　

│
児
相
が
獲
得
し
た
強
大
な
権
限

　

こ
う
し
た
恣
意
的
な
「
虐
待
」
の
定
義
の
も
と
、
厚
労
省
所
管
下
に

あ
る
児
相
に
、
世
界
に
類
を
見
な
い
強
大
な
権
限
が
与
え
ら
れ
た
。
こ

れ
は
、
通
報
が
児
相
に
来
る
か
、
児
相
が
察
知
し
て
、
恣
意
的
に
定
義

さ
れ
た
「
虐
待
」
に
該
当
す
る
と
み
な
す
と
、児
童
福
祉
法
第
三
三
条
「
一

時
保
護
」
の
規
定
に
よ
り
、
裁
判
所
の
令
状
な
く
子
供
を
略
取
し
、
親

権
者
の
同
意
が
な
く
と
も
構
わ
ず
親
子
の
関
係
を
断
ち
切
っ
て
子
供
を

拘
禁
す
る
権
限
で
あ
る
。
国
家
は
、
そ
の
恣
意
的
な
「
虐
待
」
の
定
義

に
つ
い
て
民
主
主
義
的
な
議
論
を
許
さ
ず
、
略
取
と
拘
禁
と
い
う
実
力

を
も
っ
て
子
供
と
そ
の
親
権
者
の
上
に
そ
れ
を
押
し
付
け
る
。

　

敗
戦
直
後
の
児
童
福
祉
法
が
定
め
た
一
時
保
護
制
度
は
、
当
時
大
き

な
問
題
だ
っ
た
戦
争
孤
児
や
捨
て
子
を
文
字
通
り
保
護
し
、
親
を
探
し
、

見
つ
か
れ
ば
そ
の
親
に
子
供
を
返
す
と
い
う
、
人
道
的
で
親
子
関
係
を

尊
重
し
た
も
の
だ
っ
た
。
こ
れ
が
、
児
虐
法
制
定
と
共
に
、
強
権
の
手

段
へ
と
根
本
的
に
姿
を
変
え
た
。

　

厚
労
省
は
、「
児
相
運
営
指
針
」
の
「
３・
一
時
保
護
の
強
行
性
」
に

お
い
て
「（
１
）
一
時
保
護
は
原
則
と
し
て
子
ど
も
や
保
護
者
の
同
意
を

得
て
行
う
必
要
が
あ
る
が
、
子
ど
も
を
そ
の
ま
ま
放
置
す
る
こ
と
が
子

ど
も
の
福
祉
を
害
す
る
と
認
め
ら
れ
る
場
合
に
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

…
…
（
３
）
一
時
保
護
は
、
子
ど
も
の
親
権
を
行
な
う
者
又
は
未
成
年

後
見
人
の
同
意
が
得
ら
れ
な
い
場
合
に
も
行
う
こ
と
が
で
き
る
。
こ
れ

は
、
一
時
保
護
が
終
局
的
な
援
助
を
行
う
ま
で
の
短
期
間
の
も
の
で
あ

る
こ
と
等
か
ら
例
外
的
に
認
め
ら
れ
て
い
る
も
の
で
あ
る
。
な
お
、
こ

の
場
合
に
お
い
て
も
親
権
を
行
う
者
又
は
未
成
年
後
見
人
の
同
意
を
得

る
よ
う
十
分
な
調
整
を
図
る
必
要
が
あ
る
。
（
５
）」
と
述
べ
る
。
だ
が
実
際

に
は
、
児
相
担
当
者
は
、
子
供
や
親
権
者
の
同
意
な
し
に
子
供
を
略
取

す
る
権
限
が
自
分
た
ち
に
与
え
ら
れ
て
い
る
と
信
じ
て
い
る
。
厚
労
省

は
、
こ
の
実
態
を
改
善
し
、
親
権
者
の
同
意
を
得
て
か
ら
一
時
保
護
す

る
よ
う
に
と
い
っ
た
指
導
は
何
ら
行
っ
て
い
な
い
。
つ
ま
り
、「
こ
の
限

り
で
な
い
」
と
い
う
例
外
規
定
が
事
実
上
本
則
で
あ
る
こ
と
を
厚
労
省

も
事
実
上
認
め
て
い
る
の
で
あ
り
、「
子
ど
も
や
保
護
者
の
同
意
」
と

い
う
文
言
は
、
こ
の
制
度
の
強
権
性
を
隠
す
煙
幕
の
役
割
し
か
果
た
し

て
い
な
い
。

　
「
子
供
の
同
意
」
を
得
る
に
も
手
練
手
管
が
あ
る
。
後
述
す
る
よ
う
に
、

児
相
は
一
旦
子
供
を
略
取
す
る
と
、
長
期
に
わ
た
り
学
校
教
育
法
が
定

め
る
正
規
の
学
校
に
子
供
を
通
わ
せ
な
い
。
そ
こ
で
こ
れ
を
逆
手
に
と

り
、「
こ
の
車
に
乗
る
と
、
学
校
に
行
け
な
い
よ
」
と
子
供
に
告
げ
る
。

子
供
は
だ
れ
で
も
学
校
の
勉
強
よ
り
遊
び
を
し
た
い
か
ら
、
ア
メ
を
ぶ
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ら
下
げ
ら
れ
た
子
供
は
「
も
う
学
校
に
は
行
か
な
い
で
い
い
の
か
」
と
、

児
相
行
き
の
車
に
乗
っ
て
し
ま
う
。
児
相
は
こ
れ
を
も
っ
て
「
子
供
の

同
意
を
得
て
保
護
し
た
」
と
主
張
す
る
の
で
あ
る
。

　
「
一
時
保
護
」
の
期
限
は
当
初
二 

ヶ
月
と
さ
れ
て
い
る
が
延
長
で
き
、

一
旦
児
相
に
子
供
が
略
取
さ
れ
る
と
、
現
実
に
は
、
拘
禁
が
長
期
に
わ

た
る
。
厚
労
省
は
上
記
「
児
相
運
営
指
針
」
で
、「
終
局
的
な
援
助
を
行

う
ま
で
の
短
期
間
の
も
の
で
あ
る
こ
と
等
か
ら
例
外
的
」
な
ど
と
言
う

が
、
実
態
と
し
て
、
親
権
者
の
同
意
な
い
半
年
以
上
の
拘
禁
も
通
常
と

な
っ
て
い
る
。
し
か
も
、
当
初
の
一
時
保
護
の
さ
い
親
権
者
は
不
服
申

立
が
で
き
る
が
、延
長
に
際
し
て
は
そ
の
権
利
さ
え
な
い
。厚
労
省
が「
短

期
間
」
と
書
く
の
は
、
こ
れ
ま
た
批
判
を
か
わ
す
煙
幕
に
す
ぎ
な
い
。

　

拘
禁
さ
れ
た
子
供
は
、
親
権
者
か
ら
遮
断
さ
れ
、
国
家
の
強
大
な
権

力
の
も
と
に
直
接
さ
ら
さ
れ
る
。
厚
労
省
は
、『
子
ど
も
虐
待
対
応
の

手
引
き
』
の
な
か
で
、「
児
童
相
談
所
長
の
監
護
措
置
を
不
当
に
妨
げ

る
行
為
は
、
す
な
わ
ち
直
接
的
ま
た
は
間
接
的
に
児
童
の
利
益
を
害
す

る
行
為
に
ほ
か
な
ら
」
（
６
）

な
い
、
と
述
べ
、
何
ら
の
具
体
的
な
検
証
も
な

し
に
、児
相
の
行
政
措
置
を
す
べ
て
「
児
童
の
利
益
」
に
等
置
し
て
い
る
。

こ
の
「
児
童
の
利
益
」
な
る
も
の
に
は
、
後
に
述
べ
る
、
副
作
用
が
大

き
い
精
神
科
の
薬
物
投
与
も
含
ま
れ
て
い
る
。

　

児
相
は
最
終
的
に
、
子
供
を
親
か
ら
完
全
隔
離
し
た
ま
ま
、
管
理
職

ポ
ス
ト
が
都
道
府
県
厚
生
関
係
職
員
等
の
定
年
後
の
天
下
り
先
に
な
っ

て
い
る
「
児
童
養
護
施
設
」（
以
下
、
施
設
）
に
収
容
す
る
よ
う
、
措
置

請
求
を
家
庭
裁
判
所
に
申
立
て
る
。
家
庭
裁
判
所
（
以
下
、
家
裁
）
は
、

独
立
し
た
司
法
機
関
の
は
ず
だ
が
、
調
査
官
は
児
相
の
方
を
向
き
、
裁

判
官
は
児
相
の
申
立
に
ラ
バ
ー
ス
タ
ン
プ
よ
ろ
し
く
認
容
の
審
判
を
下

す
こ
と
が
圧
倒
的
多
数
な
の
が
現
状
で
あ
る
。
多
く
の
親
が
司
法
制
度

に
不
信
感
を
抱
い
て
も
お
か
し
く
な
い
。

　

児
相
の
申
立
が
認
容
さ
れ
る
と
、
子
供
が
こ
れ
ま
で
培
っ
て
き
た

親
と
の
関
係
は
も
と
よ
り
、
親
族
関
係
・
友
人
関
係
は
全
て
破
壊
さ
れ
、

子
供
は
た
っ
た
一
人
で
施
設
に
放
り
込
ま
れ
る
。
施
設
で
子
供
た
ち
は
、

義
務
的
な
食
事
と
宿
泊
の
供
与
を
受
け
る
に
す
ぎ
な
い
。
東
京
都
福
祉

保
健
局
が
行
な
っ
た
施
設
等
退
所
者
へ
の
調
査（
７
）は

、
次
の
よ
う
に
結
果

を
報
告
し
て
い
る
。

　

最
終
学
歴
は
、「
高
校
卒
」
が
五
八
・
三
％
と
最
も
多
く
、
次
い
で
、「
中

学
卒
」
が
二
三
・
四
％
と
多
い
。
ま
た
、
大
学
卒
等
（
四
年
制
大
学
卒
、
短

大
卒
、
専
門
学
校
卒
）
は
一
五
・
一
％
と
な
っ
て
い
る
。
平
成
二
二
年
度
学

校
基
本
調
査
報
告
（
東
京
都
総
務
局
）
に
よ
る
と
、
高
等
学
校
等
へ
の
進

学
率
は
、
九
八
・
〇
％
、
大
学
等
へ
の
進
学
率
は
六
五
・
四
％
と
な
っ
て
い

る
こ
と
か
ら
、
本
調
査
回
答
者
の
中
学
卒
の
割
合
は
相
対
的
に
高
く
、
ま
た
、

大
学
等
へ
の
進
学
率
は
相
対
的
に
低
い
と
考
え
ら
れ
る
（
一
二
ペ
ー
ジ
）。

　

ま
た
、
退
所
後
に
「
困
っ
て
い
る
こ
と
に
つ
い
て
、『
大
変
困
っ
て

い
る
こ
と
』
と
『
少
し
困
っ
て
い
る
』
を
合
わ
せ
る
と
、
最
も
多
い
の

は
『
生
活
全
般
の
不
安
や
将
来
に
つ
い
て
』（
五
二
・
一
％
）」
と
い
う
結

果
で
あ
る
（
一
四
ペ
ー
ジ
）。
こ
れ
は
、
十
分
な
資
格
も
学
力
も
施
設
で
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つ
け
な
い
ま
ま
退
所
に
至
っ
た
子
供
た
ち
が
、
将
来
の
人
生
設
計
を
描

き
あ
ぐ
ね
て
い
る
こ
と
を
示
す
。
施
設
が
子
供
の
将
来
を
考
え
た
高
度

で
き
め
細
か
な
指
導
に
責
任
を
負
わ
な
い
と
こ
ろ
か
ら
す
れ
ば
、
当
然

の
帰
結
で
あ
る
。
施
設
へ
の
強
制
的
な
措
置
入
所
が
、
子
供
た
ち
か
ら

発
達
の
権
利
を
奪
い
、
そ
の
能
力
を
開
花
さ
せ
有
為
な
社
会
人
と
し
て

か
け
が
え
な
い
生
涯
を
送
る
可
能
性
を
潰
し
て
い
る
。
こ
れ
は
、
国
家

が
行
な
う
深

刻
な
子
供
の

人
権
蹂
躙
に

ほ
か
な
ら
な

い
。

　

こ
の
よ
う

な
人
権
侵
害

は
、
既
に
国

連
「
子
供
の

権
利
委
員

会
」（U

nited 

N
a
t
i
o
n
s 

C
onvention 

on the R
ight 

of the C
h i

（
８
）

ld

）

の
憂
慮
を
呼

ぶ
に
至
っ
て
い
る
。
同
委
員
会
は
、
そ
の 

第
五
四
会
期 

（
二
〇
一
〇
年

五
月
二
五
日
〜
六
月
一
一
日
）
に
発
表
し
た
日
本
へ
の
第
三
回
最
終
所
見

第
五
二
項
で
、「
家
族
か
ら
引
き
離
さ
れ
て
養
育
さ
れ
る
子
供
の
増
大
、

多
く
の
施
設
の
不
適
切
な
水
準
、
…
…
代
替
的
な
養
育
施
設
﹇
施
設
等

を
さ
す
﹈
に
広
が
っ
て
い
る
と
報
道
さ
れ
る
児
童
虐
待
」
に
憂
慮
を
示
し
、

こ
れ
に
対
す
る
不
服
申
立
手
続
が
制
度
化
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
に
遺
憾

を
表
明
し
て
い
る
。
最
終
所
見
が
指
摘
す
る
と
お
り
、
施
設
に
お
け
る

虐
待
は
絶
え
ず
起
こ
っ
て
お
り
、
最
近
で
も
青
森
県
の
施
設
で
、
五
年

ほ
ど
前
か
ら
体
罰
が
繰
り
返
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
明
る
み
に
出
て
い
る
（
９
）
。

　

厚
生
労
働
省
は
虐
待
防
止
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
打
っ
て
、
津
々
浦
々
に

ポ
ス
タ
ー
を
掲
出
し
、
児
相
直
通
の
「
虐
待
通
報
ダ
イ
ヤ
ル
」
を
広
報

し
て
い
る
（
図
２
）。
だ
が
そ
の
ポ
ス
タ
ー
の
ど
こ
に
も
、
子
供
を
略
取

し
ま
す
、
親
と
の
交
流
を
全
面
的
に
遮
断
し
ま
す
、
長
期
に
わ
た
り
拘

禁
し
、
そ
の
挙
句
に
子
供
を
施
設
に
放
り
込
み
ま
す
と
い
っ
た
権
力
的

な
こ
と
は
書
か
れ
て
い
な
い
。
全
国
の
保
育
園
等
に
も
こ
う
し
た
ポ
ス

タ
ー
が
貼
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
あ
る
。
子
供
や
子
育
て
に
悩
む
保
護
者

を
思
う
善
意
の
電
話
が
実
は
子
供
を
こ
れ
ほ
ど
の
国
家
的
虐
待
に
晒
す

実
態
は
知
ら
さ
れ
な
い
ま
ま
、
市
民
に
は
「
秘
密
は
守
ら
れ
ま
す
」
と

し
て
密
告
だ
け
が
奨
励
さ
れ
て
い
る
。

４　

国
連
「
子
供
の
権
利
委
員
会
」
で
批
判
さ
れ
る
日
本
の
児
相

　

虐
待
防
止
と
言
い
な
が
ら
、
学
校
が
加
え
る
虐
待
に
児
相
は
全
く
無

図2　街角に貼られた児童虐待キャンペーンポスター。密
告がさしのべた「命綱」を手繰った先には何がある？
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力
で
あ
る
。
子
供
が
教
師
か
ら
体
罰
を
受
け
て
い
る
の
で
児
相
に
注
意

し
て
も
ら
お
う
と
こ
の
通
報
ダ
イ
ヤ
ル
に
電
話
し
て
も
、
け
ん
も
ほ
ろ

ろ
の
応
答
し
か
さ
れ
な
い
。
子
供
に
対
す
る
有
形
力
行
使
に
関
わ
る
法

体
系
に
後
か
ら
迸
入
し
た
厚
労
省
所
管
の
児
虐
法
は
、
省
庁
間
の
縄
張

り
に
縛
ら
れ
て
、
文
科
省
が
所
管
す
る
学
校
へ
の
管
理
統
制
に
は
関
わ

れ
な
い
の
で
あ
る
。

　

と
は
い
え
、
不
明
朗
な
関
わ
り
な
ら
ば
持
っ
て
い
る
。
日
本
の
児

相
と
学
校
と
の
関
係
が
子
供
の
人
権
を
侵
害
し
て
い
る
こ
と
に
つ
い
て
、

右
記
国
連
「
子
供
の
権
利
委
員
会
」
最
終
所
見
第
六
二
項
は
「
委
員
会
は
、

行
動
に
お
い
て
学
校
の
期
待
を
満
た
さ
な
い
子
供
が
児
童
相
談
所
に
送

致
さ
れ
る
こ
と
を
憂
慮
を
も
っ
て
注
視
す
る
」
と
述
べ
、「
問
題
行
動
」

を
と
る
と
学
校
が
み
な
す
生
徒
を
児
相
に
送
致
し
て
排
除
す
る
と
い
う
、

児
相
と
学
校
と
の
癒
着
を
批
判
し
て
い
る
。

　

東
京
の
あ
る
私
立
小
学
校
で
、
こ
れ
を
地
で
ゆ
く
事
件
が
起
こ
っ
た
。

担
任
教
諭
が
、
ア
ス
ペ
ル
ガ
ー
症
の
児
童
が
自
ら
の
期
待
を
満
た
さ
な

い
と
、
そ
の
子
供
の
頭
を
ク
ラ
ス
全
員
の
前
で
毎
日
の
よ
う
に
殴
っ
た
。

被
害
児
童
は
ト
ラ
ウ
マ
か
ら
不
登
校
に
陥
り
、
学
校
は
保
護
者
か
ら
厳

重
な
抗
議
を
受
け
た
。
し
か
し
校
長
は
、
被
害
児
童
へ
の
心
の
ケ
ア
も

保
護
者
へ
の
謝
罪
も
し
な
い
ま
ま
、
担
任
教
諭
の
暴
力
を
「
指
導
」
と

し
て
正
当
化
す
る
一
方
、
親
の
虐
待
ス
ト
ー
リ
ー
を
作
り
だ
し
て
密
告

し
、
そ
れ
を
受
け
た
児
相
に
体
罰
被
害
児
童
を
送
致
し
た
。
そ
の
児
童

を
登
校
で
き
な
く
し
て
、
体
罰
に
抗
議
す
る
保
護
者
も
ろ
と
も
学
校
か

ら
抹
消
し
た
の
で
あ
る
。
学
校
で
の
体
罰
が
違
法
で
あ
る
以
上
、
こ
の

学
校
の
企
図
を
幇
助
し
た
児
相
の
行
為
も
ま
た
違
法
で
あ
る
。
児
虐
法

は
、
学
校
が
加
え
る
暴
力
に
有
効
な
手
を
打
て
な
い
だ
け
で
な
く
、
体

罰
を
容
認
し
、
子
供
の
教
育
を
受
け
る
権
利
を
奪
う
と
い
う
キ
リ
ス
ト

教
人
間
愛
へ
の
裏
切
り
さ
え
促
し
て
い
る
。

５　

児
相
が
子
供
か
ら
奪
っ
て
い
る
、
数
々
の
憲
法
上
の
権
利

　

厚
労
省
と
児
相
は
、
日
本
国
憲
法
が
護
る
市
民
と
し
て
の
子
供
の
権

利
を
い
く
つ
も
侵
し
て
い
る
。

　

ま
ず
、
憲
法
第
三
四
条
は
、「
何
人
も
、
正
当
な
理
由
が
な
け
れ
ば
、

拘
禁
さ
れ
ず
、
要
求
が
あ
れ
ば
、
そ
の
理
由
は
、
直
ち
に
本
人
及
び
そ

の
弁
護
人
の
出
席
す
る
公
開
の
法
廷
で
示
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。」

と
定
め
て
い
る
。
身
体
に
傷
や
痣
が
あ
る
だ
け
で
「
一
時
保
護
」
の
「
正

当
な
理
由
」
と
み
な
す
の
は
、
一
般
市
民
が
怪
我
を
し
て
血
の
つ
い
た

服
で
交
番
の
前
を
歩
い
た
ら
、
警
官
が
呼
び
止
め
「
傷
害
か
殺
人
を

し
た
だ
ろ
う
」
と
疑
っ
て
留
置
場
に
入
れ
て
し
ま
う
の
と
同
じ
く
ら
い
、

異
常
な
権
力
性
の
表
出
で
あ
る
。
憲
法
第
三
三
条
は
、
拘
禁
が
、
権
限

を
有
す
る
司
法
官
憲
が
そ
の
「
正
当
な
理
由
」
を
認
め
て
発
す
る
令
状

（
逮
捕
状
）
に
基
づ
い
て
な
さ
ね
ば
な
ら
な
い
と
し
て
い
る
。
児
相
と
い

う
一
行
政
機
関
が
、
令
状
な
し
で
子
供
の
略
取
を
行
な
う
の
は
、
こ
の

拘
禁
の
令
状
主
義
に
違
反
し
て
い
る
。
岩
瀬
徹
氏
は
、一
時
保
護
の
「
行

政
処
分
に
お
け
る
適
正
手
続
の
確
保
と
い
う
観
点
か
ら
、
司
法
審
査
を
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取
り
込
ん
だ
制
度
を
採
用
す
べ
き
と
い
う
意
見
も
強
い
」
と
述
べ
、「
今

後
の
方
向
と
し
て
は
…
…
何
ら
か
の
司
法
関
与
を
行
う
こ
と
が
考
慮
さ

れ
る
べ
き
で
あ
」
る
と
し
て
い
る（

10
）。

当
然
な
提
言
で
あ
る
が
、
厚
労
省

は
耳
を
か
さ
な
い
。

　

い
っ
た
ん
所
内
に
拘
禁
さ
れ
る
と
、
児
相
は
子
供
を
学
校
に
通
わ
せ

な
い
。
そ
こ
で
子
供
た
ち
が
受
け
る
教
育
は
文
科
省
の
学
習
指
導
要
領

に
も
と
づ
い
て
お
ら
ず
、
教
員
免
許
状
を
持
た
ず
無
資
格
な
こ
と
も
あ

る
所
員
な
い
し
非
常
勤
職
員
に
よ
っ
て
、
毎
日
短
時
間
行
わ
れ
る
に
す

ぎ
な
い
。
あ
と
は
、
遊
ん
で
過
ご
す
。
指
導
要
領
が
定
め
る
時
間
数
は

満
た
さ
れ
な
い
。
文
科
省
は
、
自
主
的
・
民
主
的
教
育
を
目
指
す
教
育

関
係
者
に
学
習
指
導
要
領
の
法
的
拘
束
性
を
主
張
し
、
一
九
七
六
年
の

最
高
裁
判
決
に
よ
り
法
的
基
準
性
（
法
的
拘
束
力
）
が
認
め
ら
れ
た
と

し
て
い
る（

11
）。

だ
が
、
文
科
省
は
、
権
力
機
関
と
い
う
点
で
は
仲
間
う
ち

の
児
相
が
こ
の
法
的
拘
束
を
破
っ
て
い
て
も
、
何
も
言
わ
な
い
。
厚
労

省
が
説
く
よ
う
に
、
児
相
に
児
童
が
「
一
時
保
護
」
中
は
児
相
所
長
が

「
監
護
措
置
」
を
と
る
と
い
う
な
ら
ば
、
憲
法
第
二
六
条
が
定
め
る
「
そ

の
保
護
す
る
子
女
に
普
通
教
育
を
受
け
さ
せ
る
義
務
」
が
児
相
所
長
に

発
生
す
る
は
ず
で
あ
る
が
、
厚
労
省
は
、
こ
の
義
務
を
黙
殺
し
た
ま
ま

で
あ
る
。
拘
禁
が
長
期
化
す
る
児
童
に
つ
い
て
は
「
特
段
の
配
慮
が
必

要
で
あ
り
、
…
…
教
育
委
員
会
等
と
連
携
協
力
を
図
り
、
具
体
的
な
対

策
に
つ
い
て
多
角
的
に
検
討
す
る（

12
）」

な
ど
と
曖
昧
に
短
く
語
る
の
み
で
、

教
育
に
関
す
る
憲
法
上
の
義
務
を
履
行
し
て
い
な
い
。
少
年
院
に
収
容

さ
れ
た
子
供
に
対
し
て
、
少
年
院
法
第
四
条
が
普
通
教
育
を
保
障
し
て

い
る
と
こ
ろ
と
比
較
し
て
も
、
児
相
の
教
育
に
か
か
わ
る
違
憲
性
は
際

立
っ
て
い
る
。

　

と
こ
ろ
が
厚
労
省
は
、
児
相
保
護
所
で
騒
い
だ
り
他
の
保
護
児
童
と

争
っ
た
り
し
た
子
供
に
親
権
者
の
承
諾
も
な
い
ま
ま
精
神
科
の
薬
物
を

投
与
す
る
こ
と
は
、「
児
童
の
利
益
」
に
藉
口
し
て
正
当
化
し
て
い
る
。

自
省
の
管
轄
下
に
あ
る「
子
ど
も
に
必
要
と
さ
れ
る
医
療（
医
療
機
関（
精

神
科
を
含
む
。）
で
の
診
察
、
検
査
、
治
療
（
薬
物
療
法
、
処
置
、
手
術
等
）

な
ど
」
を
、「
児
童
相
談
所
長
又
は
施
設
長
等
に
よ
る
監
護
措
置
」
の

権
限
で
あ
る
と
正
当
化
す
る（

13
）

能
弁
と
比
べ
る
と
、
他
省
の
管
轄
に
な
る

教
育
に
対
す
る
厚
労
省
の
姿
勢
は
あ
ま
り
に
無
責
任
で
弱
々
し
い
。
同

省
が
「
児
童
の
利
益
」
と
称
す
る
も
の
が
、
結
局
、
児
相
の
権
力
強
化
、

そ
し
て
児
相
を
管
轄
す
る
厚
労
省
の
省
益
拡
大
の
別
表
現
に
す
ぎ
な
い

こ
と
が
、
よ
く
現
れ
て
い
る
。

　

拘
禁
さ
れ
た
子
供
た
ち
は
、
長
期
に
わ
た
り
空
間
的
に
閉
ざ
さ
れ
、

野
外
で
思
う
存
分
ス
ポ
ー
ツ
も
さ
せ
て
も
ら
え
な
い
。
そ
れ
ゆ
え
、
拘

禁
が
長
期
化
す
れ
ば
、
知
能
で
も
、
体
力
で
も
、
子
供
は
衰
え
て
ゆ
か

ざ
る
を
得
な
い
。
そ
の
上
に
、
精
神
科
薬
物
が
投
与
さ
れ
る
。
こ
れ
は
、

「
健
康
で
文
化
的
な
生
活
」
を
定
め
た
憲
法
第
二
五
条
に
違
反
す
る
。 

　

と
は
い
え
、
児
相
保
護
所
に
い
れ
ば
、
親
に
「
勉
強
し
な
さ
い
。
そ

う
し
な
い
と
、
将
来
社
会
に
役
立
つ
人
に
な
れ
ま
せ
ん
よ
」
な
ど
と
毎

日
叱
ら
れ
な
い
で
す
む
の
だ
か
ら
、
子
供
に
と
っ
て
児
相
は
あ
る
意
味
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で
地
上
の
天
国
で
あ
る
。
こ
う
し
て
保
護
所
に
馴
染
ん
で
し
ま
い
、
親

権
者
が
保
障
す
る
教
育
権
は
な
い
が
し
ろ
に
さ
れ
る
。
こ
う
な
れ
ば
、

こ
の
子
供
を
い
ず
れ
施
設
に
措
置
し
て
し
ま
い
た
い
児
相
の
思
う
壺
で

あ
る
。
や
が
て
、
勉
強
し
な
か
っ
た
ツ
ケ
は
、
右
記
の
東
京
都
の
調
査

結
果
が
示
す
と
お
り
自
身
の
上
に
振
り
か
か
る
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
を

背
負
っ
て
そ
の
後
の
一
生
を
過
ご
し
て
い
か
ね
ば
な
ら
な
い
の
は
そ
の

子
供
自
身
で
あ
り
、
そ
の
と
き
児
相
は
、
こ
の
子
供
の
生
涯
を
左
右
し

た
措
置
に
、
い
か
な
る
責
任
も
と
ら
な
い
。
こ
れ
は
、
憲
法
第
一
三
条

が
定
め
る
「
幸
福
追
求
に
対
す
る
国
民
の
権
利
」
の
蹂
躙
で
あ
る
。

６　

子
ど
も
の
権
利
条
約
に
も
数
多
く
の
違
反

　

厚
労
省
と
児
相
は
、
一
九
八
九
年
に
国
連
総
会
で
採
択
さ
れ
、

一
九
九
四
年
に
日
本
が
批
准
し
た
国
際
条
約「
子
ど
も
の
権
利
条
約
」（
以

下
、
条
約
）
に
も
、
数
々
の
違
反
を
お
か
し
て
い
る
。

　

ま
ず
、
条
約
三
七
条
（
ｂ
）
は
、「
い
か
な
る
児
童
も
、
不
法
に
又

は
恣
意
的
に
そ
の
自
由
を
奪
わ
れ
な
い
こ
と
。
児
童
の
逮
捕
、
抑
留
又

は
拘
禁
は
、
法
律
に
従
っ
て
行
う
も
の
と
し
、
最
後
の
解
決
手
段
と
し

て
最
も
短
い
適
当
な
期
間
の
み
用
い
る
こ
と
。」
と
定
め
て
い
る
。
だ
が
、

日
本
の
児
相
は
、「
最
後
の
解
決
手
段
」
ど
こ
ろ
か
、
当
初
か
ら
い
き

な
り
子
供
を
略
取
し
、
長
期
に
わ
た
っ
て
拘
禁
す
る
。

　

保
護
所
内
に
拘
禁
さ
れ
る
や
い
な
や
、
子
供
は
、
長
期
間
親
と
の
面

会
や
手
紙
や
電
話
等
を
遮
断
さ
れ
る
。
こ
れ
に
対
し
条
約
第
五
条
は「
締

約
国
は
、
児
童
が
こ
の
条
約
に
お
い
て
認
め
ら
れ
る
権
利
を
行
使
す
る

に
当
た
り
、
父
母
…
…
、
法
定
保
護
者
又
は
児
童
に
つ
い
て
法
的
に
責

任
を
有
す
る
他
の
者
が
そ
の
児
童
の
発
達
し
つ
つ
あ
る
能
力
に
適
合
す

る
方
法
で
適
当
な
指
示
及
び
指
導
を
与
え
る
責
任
、
権
利
及
び
義
務
を

尊
重
す
る
。」、
ま
た
九
条
で
「
締
約
国
は
、
児
童
が
そ
の
父
母
の
意
思

に
反
し
て
そ
の
父
母
か
ら
分
離
さ
れ
な
い
こ
と
を
確
保
す
る
。」
と
定

め
て
い
る
。
ま
た
、
世
界
人
権
宣
言 

一
六 

条 

三 

項
は
、「
家
族
は
、
社

会
の
自
然
か
つ
基
礎
的
な
単
位
で
あ
り
、
社
会
及
び
国
に
よ
る
保
護
を

受
け
る
権
利
を
有
す
る
。」
と
定
め
て
い
る
。
親
子
の
関
係
を
断
ち
切
っ

て
は
な
ら
な
い
と
い
う
の
が
、
子
供
の
権
利
に
か
か
わ
っ
て
確
立
し
た

国
際
的
通
念
で
あ
る
。
だ
が
先
述
の
と
お
り
、
児
虐
法
の
最
大
の
眼
目

は
、
そ
の
第
一
二
条
と
し
て
、
こ
の
国
際
的
に
認
め
ら
れ
た
子
供
の
基

本
的
権
利
を
踏
み
に
じ
り
家
族
を
破
壊
す
る
規
定
を
導
入
す
る
こ
と
に

あ
っ
た
。
国
際
条
約
と
国
内
法
で
規
定
が
競
合
し
た
場
合
、
前
者
に
優

先
権
が
あ
る
の
で
、
児
虐
法
自
体
が
、
少
な
く
と
も
こ
の
部
分
に
つ
い

て
条
約
違
反
で
無
効
の
疑
い
が
あ
る
が
、
日
本
で
は
、
国
内
法
の
規

定
が
権
力
的
に
実
行
さ
れ
、
い
っ
た
ん
児
相
に
子
供
が
略
取
さ
れ
る
と
、

「
親
子
再
統
合
」
は
遅
々
と
し
て
進
ま
な
い
。

　

も
っ
と
も
、
条
約
第
九
条
は
そ
の
但
書
で
「
権
限
の
あ
る
当
局
が
司

法
の
審
査
に
従
う
こ
と
を
条
件
と
し
て
適
用
の
あ
る
法
律
及
び
手
続
に

従
い
そ
の
分
離
が
児
童
の
最
善
の
利
益
の
た
め
に
必
要
で
あ
る
と
決
定

す
る
場
合
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。
こ
の
よ
う
な
決
定
は
、
父
母
が
児
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童
を
虐
待
し
若
し
く
は
放
置
す
る
場
合
又
は
父
母
が
別
居
し
て
お
り
児

童
の
居
住
地
を
決
定
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
場
合
の
よ
う
な
特
定
の
場

合
に
お
い
て
必
要
と
な
る
こ
と
が
あ
る
」
と
し
て
い
る
。
だ
が
先
述
の

よ
う
に
、
児
相
は
、
裁
判
所
の
令
状
に
よ
ら
ず
一
方
的
に
子
供
を
略
取

し
、
司
法
審
査
な
し
に
直
ち
に
親
子
の
完
全
隔
離
を
行
な
う
の
で
あ
る

か
ら
、
条
約
に
あ
る
こ
の
但
書
は
、
児
相
の
行
政
措
置
を
正
当
化
す
る

こ
と
に
な
ら
な
い
。

　

児
相
は
、
拘
禁
さ
れ
た
子
供
と
、
そ
の
親
権
者
お
よ
び
そ
の
代
理
人

弁
護
士
と
の
自
由
な
接
見
を
認
め
ず
、
児
相
担
当
者
の
フ
ィ
ル
タ
ー
を

通
じ
て
し
か
子
供
の
意
見
を
外
部
に
伝
え
な
い
。
子
供
に
直
接
自
由

な
意
見
を
表
明
さ
せ
な
い
こ
と
は
、
条
約
第
一
二
条
一
項
「
自
己
の
意

見
を
形
成
す
る
能
力
の
あ
る
児
童
が
そ
の
児
童
に
影
響
を
及
ぼ
す
す
べ

て
の
事
項
に
つ
い
て
自
由
に
自
己
の
意
見
を
表
明
す
る
権
利
を
確
保
す

る
」、
ま
た
三
七
条
（
ｄ
）「
自
由
を
奪
わ
れ
た
す
べ
て
の
児
童
は
、
弁

護
人
そ
の
他
適
当
な
援
助
を
行
う
者
と
速
や
か
に
接
触
す
る
権
利
を
有

し
、
裁
判
所
そ
の
他
の
権
限
の
あ
る
、
独
立
の
、
か
つ
、
公
平
な
当
局

に
お
い
て
そ
の
自
由
の
剥
奪
の
合
法
性
を
争
い
並
び
に
こ
れ
に
つ
い
て

の
決
定
を
速
や
か
に
受
け
る
権
利
を
有
す
る
」
に
違
反
す
る
。
逮
捕
さ

れ
た
容
疑
者
に
認
め
ら
れ
て
い
る
弁
護
士
と
接
見
す
る
権
利
と
比
較
し

て
も
、
こ
れ
が
子
供
の
意
見
表
明
権
の
著
し
い
侵
害
で
あ
る
こ
と
は
明

ら
か
で
あ
る
。

　

児
相
に
よ
る
直
接
の
虐
待
も
後
を
絶
た
な
い
。
目
立
つ
の
は
猥
褻

行
為
で
、『
朝
日
新
聞
』
の
最
近
の
報
道
だ
け
を
み
て
も
、
二
〇
一
三

年
九
月
に
は
千
葉
県
で
猥
褻
行
為
に
よ
り
逮
捕（

14
）、

二
〇
一
一
年
二
月

に
北
海
道
で
個
室
に
拘
禁
中
の
少
女
に
猥
褻
行
為
を
繰
り
返
し
て

逮
捕（

15
）、

二
〇
一
〇
年
一
〇
月
に
は
滋
賀
県
で
複
数
の
男
児
の
下
半
身
に

触
る
行
為
で
逮
捕（

16
）

等
、
枚
挙
に
暇
な
い
。
東
京
都
の
あ
る
児
相
で
は
、

六
歳
女
児
に
、
親
権
者
の
同
意
な
く
、
ミ
ラ
ド
ー
ル
、
デ
バ
ス
、
リ

ス
パ
ダ
ー
ル
等
、
薬
害
依
存
性
が
あ
り
、
小
児
へ
の
安
全
性
が
確
立

さ
れ
て
い
な
い
多
種
の
精
神
科
薬
物
が
投
与
さ
れ
た
。
他
方
で
、
厚

労
省
管
轄
の
は
ず
の
医
療
に
か
か
わ
る
ネ
グ
レ
ク
ト
も
平
然
と
行
わ

れ
る
。
眼
科
医
が
処
方
し
た
眼
鏡
が
壊
れ
た
児
童
を
裸
眼
の
ま
ま
放

置
す
れ
ば
弱
視
化
の
リ
ス
ク
が
あ
る
が
、
児
相
は
拘
禁
中
の
児
童
を

こ
の
状
態
で
放
っ
て
お
く
。
日
本
海
側
に
あ
る
大
都
市
の
児
相
で
は
、

保
護
さ
れ
た
二
歳
男
児
に
傷
害
を
加
え
る
事
件
が
発
生
し
、
さ
ら
に
、

保
護
所
で
拘
禁
さ
れ
た
子
供
同
士
の
暴
力
や
、
年
上
の
子
が
年
少
の
子

に
刺
青
を
強
要
す
る
事
件（

17
）

も
起
き
て
い
る
。

　

こ
の
う
ち
、
傷
害
事
件
に
つ
い
て
、
児
相
側
は
親
権
者
へ
の
謝
罪

に
追
い
込
ま
れ
た
も
の
の
、
精
神
科
薬
物
の
投
与
に
つ
い
て
厚
労
省
は
、

上
述
の
と
お
り
「
児
相
所
長
の
監
護
措
置
」
と
し
て
正
当
化
し
て
い

る
。
こ
の
た
め
、
幸
運
に
も
「
一
時
保
護
」
が
解
除
さ
れ
た
と
き
、
親
は
、

そ
の
子
供
の
眼
が
虚
ろ
で
、
別
人
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
と
驚
く
。

　

こ
の
よ
う
に
明
る
み
に
出
た
事
例
は
氷
山
の
一
角
と
い
う
べ
き
で
、

児
相
保
護
所
の
密
室
性
ゆ
え
、
猥
褻
や
暴
行
、
ネ
グ
レ
ク
ト
等
の
多
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く
は
闇
に
葬
ら
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
れ
が
、
条
約
第
三
七

条
（
ａ
）「 

い
か
な
る
児
童
も
、
拷
問
又
は
他
の
残
虐
な
、
非
人
道
的

な
若
し
く
は
品
位
を
傷
つ
け
る
取
扱
い
若
し
く
は
刑
罰
を
受
け
な
い
こ

と
。
…
…
」、
ま
た
、
同
条
（
ｃ
）「
自
由
を
奪
わ
れ
た
す
べ
て
の
児
童
は
、

人
道
的
に
、
人
間
の
固
有
の
尊
厳
を
尊
重
し
て
、
か
つ
、
そ
の
年
齢
の

者
の
必
要
を
考
慮
し
た
方
法
で
取
り
扱
わ
れ
る
こ
と
」
な
ど
に
違
反
す

る
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。
要
す
る
に
、「
児
相
の
利
益
は
児
童
の

利
益
」
の
御
旗
の
も
と
、
厚
労
省
は
、
親
か
ら
の
監
視
の
目
を
一
切
遮

断
し
、
拘
禁
し
た
子
供
に
事
実
上
児
相
の
や
り
た
い
放
題
を
許
し
て
い

る
。
こ
れ
ら
の
事
件
は
、
子
供
を
親
か
ら
切
り
離
し
長
期
拘
禁
す
る
と

い
う
児
虐
法
の
制
度
自
体
か
ら
起
こ
る
べ
く
し
て
起
こ
っ
た
国
家
に
よ

る
児
童
虐
待
で
あ
る
。

　

先
述
の
国
連
「
子
供
の
権
利
委
員
会
」
最
終
所
見
第
六
二
項
は
、
児

相
に
お
い
て
子
供
の
意
見
表
明
権
、
子
供
の
最
善
の
利
益
の
考
慮
等
に

「
専
門
的
な
取
扱
基
準
の
情
報
が
な
い
こ
と
を
憂
慮
し
、
ま
た
、
そ
の

結
果
に
つ
い
て
制
度
的
な
評
価
が
無
い
こ
と
を
遺
憾
と
す
る
」
と
指
摘

し
、
日
本
の
児
相
に
お
け
る
専
門
性
の
欠
如
、
情
報
の
不
開
示
、
児
相

を
監
査
す
る
制
度
の
不
存
在
、
児
相
で
隔
離
・
拘
禁
さ
れ
た
子
供
の
意

見
表
明
の
抑
圧
等
、
児
相
に
よ
る
子
供
の
人
権
侵
害
に
包
括
的
な
懸
念

を
示
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、
第
六
三
項
で
、
日
本
政
府
が
こ
の
こ
と
に

関
し
第
三
者
機
関
を
設
け
調
査
す
る
よ
う
求
め
て
い
る
。
だ
が
厚
労
省

は
こ
れ
ら
を
無
視
し
、
改
善
策
を
と
ろ
う
と
し
な
い
だ
け
で
な
く
、
条

約
の
趣
旨
に
背
を
向
け
、
拘
禁
し
た
子
供
に
ふ
る
う
児
相
の
権
力
を
強

め
る
親
権
制
限
の
強
化
と
家
族
の
破
壊
ば
か
り
を
推
進
し
て
い
る
。

７　

歴
史
か
ら
学
ば
な
い
厚
労
省
・
児
相
に
、
母
娘
オ
ラ
ン
ダ

亡
命
の
痛
打

　

大
戦
中
、
欧
州
に
児
童
強
制
収
容
所
が
あ
っ
た
。
ナ
チ
ド
イ
ツ
の
傀

儡
国
家
ク
ロ
ア
チ
ア
独
立
国（

18
）

が
、
首
都
ザ
グ
レ
ブ
に
近
い
シ
サ
ク
に
設

置
し
た
の
で
あ
る
。
敵
性
国
と
み
な
さ
れ
た
セ
ル
ビ
ア
人
、
ユ
ダ
ヤ
人
、

ロ
マ
（
ジ
プ
シ
ー
）
等
の
家
族
が
破
壊
さ
れ
、
子
供
が
親
か
ら
強
行
的

に
略
取
さ
れ
た
。
そ
こ
に
拘
禁
さ
れ
た
子
供
た
ち
は
、
暴
行
さ
れ
、
殺

さ
れ
、
あ
る
い
は
親
ナ
チ
に
思
想
改
造
さ
れ
て
ド
イ
ツ
人
の
里
親
の
も

と
に
移
さ
れ
て
養
育
さ
れ
た
。
枢
軸
国
が
敗
戦
し
、
こ
れ
ら
の
里
親
に

預
け
ら
れ
た
子
供
た
ち
が
大
き
く
な
っ
た
と
き
、
か
つ
て
自
分
を
産
み
、

育
て
て
く
れ
た
親
の
ル
ー
ツ
を
求
め
、
子
供
た
ち
は
あ
て
ど
も
な
い
心

の
旅
を
続
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。

　

子
ど
も
の
権
利
条
約
に
は
、
国
家
権
力
が
子
供
の
権
利
を
蹂
躙
す
る

こ
と
で
生
じ
た
こ
う
し
た
悲
劇
を
繰
り
返
し
て
は
な
ら
な
い
と
い
う
誓

い
が
込
め
ら
れ
て
い
る
。
に
も
拘
ら
ず
、
現
代
の
日
本
の
厚
労
省
と
児

相
が
や
っ
て
い
る
こ
と
は
、
子
供
を
親
か
ら
強
制
的
に
切
り
離
し
、
家

族
を
破
壊
し
て
国
家
権
力
の
下
に
移
し
、
正
規
の
教
育
も
受
け
さ
せ
ず

に
、
最
終
的
に
は
施
設
と
い
う
名
の
収
容
所
に
放
り
込
ん
で
こ
れ
ま
で

の
子
供
の
生
育
環
境
も
全
て
破
壊
し
、
そ
の
子
の
生
涯
を
翻
弄
す
る
こ
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と
で
あ
る
。
職
員
に
よ
る
子
供
へ
の
暴
行
や
猥
褻
行
為
、
そ
し
て
親
権

者
の
許
可
を
得
な
い
精
神
科
の
薬
物
投
与
も
あ
る
。
か
つ
て
ク
ロ
ア
チ

ア
傀
儡
政
権
が
設
立
し
た
児
童
強
制
収
容
所
と
、
量
的
に
大
き
な
違
い

が
あ
る
と
は
い
え
、
そ
こ
に
質
的
近
縁
性
を
見
出
す
の
は
難
し
く
な
い
。

　

条
約
の
精
神
と
か
か
わ
っ
て
、
児
童
虐
待
に
関
し
、
日
本
と
海
外
と

の
考
え
方
・
政
策
の
差
異
を
は
っ
き
り
示
す
事
件
が
二
〇
〇
八
年
に
起

こ
っ
た
。
長
崎
に
住
ん
で
い
た
母
親
の
娘
は
、「
虐
待
」
を
受
け
た
と

し
て
「
長
崎
県
こ
ど
も
・
女
性
・
障
害
者
支
援
セ
ン
タ
ー
」
に
略
取
さ
れ
、

そ
の
後
、
児
相
の
申
立
に
従
っ
た
家
裁
の
審
判
に
よ
り
、
娘
は
大
村
市

の
施
設
に
放
り
込
ま
れ
た
。
母
親
は
、
児
相
被
害
に
と
り
く
む
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
団
体
の
力
を
借
り
て
娘
を
施
設
か
ら
救
い
出
し
、
韓
国
経
由
で

オ
ラ
ン
ダ
に
母
娘
で
亡
命
し
た
。
母
親
は
、
実
子
の
空
間
的
拘
禁
を
行

な
っ
て
い
る
権
力
の
敵
対
的
な
支
配
が
及
ぶ
国
家
領
域
を
打
ち
破
る
行

為
空
間
を
自
力
で
創
造
し
、
国
家
の
強
力
が
及
ぶ
領
域
外
へ
と
母
娘
一

緒
に
逃
散
し
て
、
娘
を
国
家
と
施
設
と
い
う
二
重
の
閉
ざ
さ
れ
た
領
域

か
ら
解
放
し
た
の
で
あ
る
。
日
本
の
国
家
権
力
は
「
所
在
国
外
移
送
略

取
容
疑
」
で
、
こ
の
勇
気
あ
る
母
親
を
国
際
手
配
し
、
子
供
へ
の
人
身
支

配
を
グ
ロ
ー
バ
ル
な
空
間
に
及
ぼ
そ
う
と
し
た
。
こ
れ
を
受
け
て
、
一
旦

オ
ラ
ン
ダ
で
娘
は
保
護
さ
れ
た
も
の
の
、
子
供
の
人
権
な
ら
び
に
家
族

の
統
合
に
よ
り
深
い
配
慮
を
も
つ
オ
ラ
ン
ダ
の
裁
判
所
は
、
二
〇
〇
八

年
末
に
母
娘
統
合
を
認
め
る
判
決
を
出
し
た
。
母
娘
は
い
ま
、
オ
ラ
ン

ダ
の
あ
る
町
で
一
緒
に
平
和
に
暮
ら
し
て
い
る
。
母
親
は
、「
十
分
な

調
査
を
せ
ず
、
審
判
で
も
訴
え
を
聞
い
て
も
ら
え
な
か
っ
た
」
と
児
相

や
裁
判
所
を
批
判
し
た（

19
）。

日
本
の
国
家
権
力
が
生
産
し
た
、
子
供
を
二

重
に
閉
じ
込
め
る
空
間
を
打
ち
破
り
、
自
ら
の
「
表
象
の
空
間
」
を
生

産（
20
）

し
得
た
母
親
お
よ
び
支
援
者
の
決
死
の
努
力
の
前
に
、
厚
労
省
が
グ

ロ
ー
バ
ル
に
及
ぼ
そ
う
と
し
た
人
身
支
配
の
試
み
は
痛
打
を
受
け
た
。

　

こ
の
こ
と
か
ら
も
、
日
本
の
児
虐
法
の
権
力
的
な
人
身
支
配
は
国
際

的
に
特
異
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
仮
に
虐
待
が
あ
っ
て
も
、
条
約
の

立
場
か
ら
親
権
者
に
反
省
を
促
し
つ
つ
家
族
の
も
と
に
子
供
を
戻
し
て

家
族
関
係
を
優
先
す
る
の
が
オ
ラ
ン
ダ
の
や
り
か
た
で
あ
り
、
こ
れ
に

対
し
日
本
で
は
、
厚
労
省
が
家
族
を
崩
壊
さ
せ
、
子
供
を
国
家
の
直
接

支
配
の
空
間
に
封
じ
込
め
る
。
こ
う
し
て
、
ク
ロ
ア
チ
ア
の
よ
う
な
親

子
分
断
の
悲
劇
が
、
拡
大
再
生
産
さ
れ
て
い
く
。
児
童
福
祉
政
策
に
お

い
て
も
、
日
本
政
府
は
全
く
過
去
の
歴
史
か
ら
学
ん
で
い
な
い
。

　

厚
労
省
は
、
英
文
で
海
外
に
政
策
を
広
報
し
て
い
る
。
し
か
し
、
児

童
虐
待
の
項
目（

21
）

を
見
る
と
、
児
相
（C

hild G
uidance C

enter

）
が
、
子
供

を
裁
判
所
等
の
令
状
も
な
し
に
一
方
的
に
略
取
し
親
権
者
と
完
全
遮
断

し
て
長
期
拘
禁
す
る
権
力
を
ふ
る
う
と
い
う
、
国
際
的
に
知
ら
れ
る
と

具
合
が
悪
く
な
り
そ
う
な
児
虐
法
の
真
実
は
、
一
言
も
書
か
れ
て
い
な

い
。
国
際
的
な
人
権
団
体
等
か
ら
の
批
判
を
か
わ
そ
う
と
し
て
い
る
と

し
か
考
え
ら
れ
な
い
。
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８　

ひ
た
す
ら
省
益
拡
大
・
予
算
獲
得
の
た
め
に

　

児
虐
法
制
定
に
よ
っ
て
、
厚
労
省
は
省
益
拡
大
の
広
大
な
沃
野
を
得

る
こ
と
に
な
っ
た
。
障
碍
児
や
罪
を
犯
す
少
年
が
数
の
上
で
急
増
す
る

こ
と
は
あ
ま
り
な
い
が
、
児
童
虐
待
は
、
そ
の
定
義
が
先
に
述
べ
た
と

お
り
裁
量
に
委
ね
ら
れ
て
い
る
の
で
、「
虐
待
」
と
さ
れ
る
境
界
線
を

恣
意
的
に
下
げ
て
ゆ
け
ば
、
い
く
ら
で
も
数
を
増
や
せ
る
。

　

指
摘
さ
れ
て
い
る
と
お
り（

22
）、

都
道
府
県
ま
た
は
政
令
指
定
市
の
行
政

機
関
で
あ
る
児
相
は
、
略
取
・
拘
禁
し
た
り
施
設
に
放
り
込
ん
だ
り
し

た
子
供
の
数
に
応
じ
国
費
を
受
け
取
れ
る
仕
組
み
に
な
っ
て
い
る
。
そ

の
根
拠
は
「
児
童
福
祉
法
に
よ
る
児
童
入
所
施
設
措
置
費
等
国
庫
負
担

金
に
つ
い
て
」
と
い
う
通
達（

23
）

で
、
拘
禁
し
た
子
供
の
費
用
が
一
人
当
た

り
「
保
護
単
価
」
と
し
て
国
か
ら
支
出
さ
れ
る
。「
保
護
単
価
」
に
は
、

児
相
の
事
務
費
及
び
事
業
費
（
事
務
費
以
外
の
諸
経
費
）
も
含
ま
れ
る
。

　

こ
う
し
た
予
算
制
度
で
は
、
子
供
を
略
取
・
拘
禁
す
れ
ば
す
る
ほ
ど

予
算
が
増
え
る
こ
と
に
な
る
か
ら
、
略
取
・
拘
禁
へ
の
強
い
経
済
的
誘

因
が
児
相
に
発
生
す
る
。
児
相
に
と
っ
て
子
供
は
、「
金
の
な
る
木
」
な

の
で
あ
る
。
児
相
が
厚
労
省
に
提
出
す
る
別
の
文
書（

24
）

に
は
「
前
年
比
」

を
書
く
欄
が
あ
っ
て
、
前
年
と
比
べ
ど
れ
だ
け
多
く
子
供
を
略
取
・
拘

禁
し
た
か
数
字
で
示
さ
ね
ば
な
ら
な
い
。
前
年
比
が
高
い
ほ
ど
本
省
に

行
政
実
績
が
高
く
評
価
さ
れ
る
の
で
あ
ろ
う
。

　

さ
ら
に
、
地
方
が
支
出
す
る
予
算
を
み
て
も
、
例
え
ば
横
浜
市
で
は
、

二
〇
一
三
年
度
の
児
相
の
総
予
算
一
、一
四
一
、五
四
三
千
円
の
過
半
に

あ
た
る
五
七
六
、〇
七
三
千
円
が
子
供
の
「
一
時
保
護
事
業
」
費
用
で

あ
り
、「
児
童
虐
待
防
止
対
策
事
業
」
と
さ
れ
る
一
八
〇
、二
〇
七
千
円

と
合
わ
せ
る
と
、
そ
の
比
率
は
三
分
の
二
に
達
す
る
。
横
浜
市
内
の
各

児
相
で
は
、
子
供
を
拘
禁
す
る
保
護
所
の
増
設
が
進
ん
で
い
る（

25
）。

予
算

や
事
業
計
画
か
ら
み
て
も
、
児
相
は
い
ま
や
「
児
童
強
制
収
容
所
」
と

し
て
の
権
力
性
を
露
骨
に
示
し
は
じ
め
て
い
る
の
で
あ
る
。

　

本
稿
冒
頭
に
挙
げ
た
グ
ラ
フ
が
う
な
ぎ
上
り
の
「
児
童
虐
待
」
増
加

傾
向
を
示
し
て
い
る
の
は
、
決
し
て
日
本
の
家
庭
が
最
近
急
に
子
供
を

手
荒
く
扱
う
よ
う
に
な
っ
た
か
ら
で
は
な
い
。
わ
れ
わ
れ
は
、
厚
労
省

の
プ
ロ
パ
ガ
ン
ダ
に
乗
せ
ら
れ（

26
）

て
は
な
ら
な
い
。

　

こ
の
よ
う
に
し
て
児
相
に
割
り
当
て
ら
れ
る
予
算
の
一
部
は
、
虐
待

を
受
け
た
と
さ
れ
る
子
供
の
施
設
措
置
を
家
裁
に
申
立
て
て
報
酬
を
児

相
か
ら
受
け
取
る
弁
護
士
、
虐
待
を
認
定
す
る
診
断
書
を
書
い
た
り
拘

禁
さ
れ
た
子
供
に
親
権
者
の
意
思
を
無
視
し
て
精
神
薬
を
処
方
し
た
り

す
る
児
童
精
神
科
医
、
虐
待
と
認
定
さ
れ
て
親
か
ら
切
り
離
さ
れ
た
子

供
の
養
育
を
引
き
受
け
て
国
や
都
道
府
県
か
ら
養
育
費
を
も
ら
う
里
親

等
に
も
配
分
さ
れ
る
。
こ
れ
ら
の
人
々
は
、「
児
童
虐
待
激
増
」
の
デ
ー

タ
に
乗
っ
て
、
児
相
が
さ
ら
に
多
数
の
子
供
を
略
取
・
拘
禁
で
き
る
よ

う
、
児
相
予
算
、
保
護
所
の
定
員
や
里
親
へ
の
委
託
児
童
数
等
を
増
や

せ
、
と
こ
と
あ
る
ご
と
に
叫
び
た
て
る
。
厚
労
省
は
、「
子
供
の
人
権
」

に
藉
口
し
、
児
童
擁
護
施
設
の
増
設
・
整
備
を
め
ざ
す
。
児
相
に
関
わ
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る
弁
護
士
が
拘
禁
さ
れ
た
子
供
た
ち
の
被
っ
て
い
る
違
憲
状
況
を
知
ら

な
い
は
ず
は
な
い
が
、
そ
れ
を
公
に
口
に
す
る
こ
と
は
な
い
。

　

建
前
か
ら
す
れ
ば
、
児
童
精
神
科
医
や
弁
護
士
は
、
そ
の
専
門
性
ゆ

え
に
児
相
と
関
わ
っ
て
い
る
の
で
あ
り
、
専
門
的
立
場
か
ら
の
客
観
的

な
評
価
が
期
待
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
現
実
に
は
児
相
か
ら
報
酬

が
来
る
以
上
、
児
相
担
当
職
員
の
意
向
に
逆
ら
う
こ
と
は
大
変
難
し
い
。

逆
ら
え
ば
、
次
か
ら
は
お
そ
ら
く
嘱
託
を
解
か
れ
、
報
酬
も
な
く
な
る

で
あ
ろ
う
。
政
府
の
審
議
会
や
有
識
者
会
議
な
る
も
の
が
、
学
識
経
験

者
等
を
委
員
に
連
ね
な
が
ら
、
結
局
官
僚
の
立
案
し
た
政
策
に
「
権
威
」

を
与
え
る
ラ
バ
ー
ス
タ
ン
プ
と
化
し
て
い
る（

27
）

の
と
同
じ
構
図
が
こ
こ
に

存
在
す
る
。
原
発
に
科
学
者
等
が
群
が
っ
て「
原
発
ム
ラ
」が
で
き
、個
々

人
は
善
意
の
科
学
者
だ
と
し
て
も
、
ム
ラ
が
客
観
的
な
事
実
認
識
の
力

を
失
っ
て
原
発
事
故
を
招
い
た
こ
と
が
、
福
島
以
降
厳
し
く
指
弾
さ
れ

た
。
児
相
に
か
か
わ
る
個
々
人
が
子
供
に
共
感
を
も
つ
専
門
家
だ
と
し

て
も
、
と
り
こ
ま
れ
て
専
門
性
・
客
観
性
を
お
ざ
な
り
に
し
、
児
相
職

員
の
さ
じ
加
減
で
「
虐
待
」
と
子
供
の
人
権
侵
害
を
つ
く
り
だ
す
役
回

り
を
担
わ
さ
れ
れ
ば
、
や
は
り
「
ム
ラ
」
が
で
き
あ
が
る
。

　

こ
う
し
て
、
児
童
福
祉
や
児
童
心
理
を
専
攻
し
て
大
学
か
ら
学
位
を

受
け
、
就
職
い
ら
い
児
童
福
祉
の
キ
ャ
リ
ア
を
積
み
あ
げ
て
き
た
わ
け

で
も
な
い
児
相
担
当
職
員
が
「
虐
待
だ
」「
施
設
措
置
だ
」
と
い
う
と
、

と
に
か
く
そ
れ
に
お
墨
付
き
を
与
え
る
た
め
、
無
理
な
記
述
が
横
行
す

る
こ
と
に
な
る
。
例
え
ば
、
親
が
子
供
を
中
学
受
験
塾
に
通
わ
せ
て
い

る
と
、
そ
れ
が
子
供
へ
の
「
心
理
的
虐
待
」
と
描
き
出
さ
れ
る
。
こ
れ

で
は
、
関
東
や
関
西
大
都
市
圏
で
一
般
的
な
私
立
中
学
受
験
を
子
供
に

さ
せ
て
い
る
親
は
み
な
「
児
童
虐
待
」
し
て
い
る
こ
と
に
な
る
し
、
Ｓ

Ａ
Ｐ
Ｉ
Ｘ
等
は
有
力
な
児
童
虐
待
幇
助
施
設
と
な
っ
て
し
ま
う
。
権
力

の
意
向
で
ど
う
に
で
も
変
え
ら
れ
る
融
通
無
碍
な
概
念
を
つ
く
る
危

険
性
は
、
い
ま
「
特
定
秘
密
」
の
恣
意
性
と
し
て
批
判
さ
れ
て
い
る
が
、

こ
れ
は
特
定
秘
密
保
護
法
に
始
ま
っ
た
こ
と
で
は
な
く
、
市
民
に
権
力

を
押
し
か
ぶ
せ
た
い
国
家
の
お
家
芸
な
の
で
あ
る
。

９　
「
機
能
的
治
安
法
」
と
し
て
の
児
虐
法

　
「
保
護
」
と
い
う
名
目
な
ら
ば
、
憲
法
を
踏
み
に
じ
っ
て
無
辜
の
市

民
を
親
権
者
か
ら
隔
離
し
国
家
権
力
の
直
接
支
配
下
に
お
け
る
制
度
が

で
き
て
既
に
一
三
年
が
過
ぎ
た
。
同
じ
行
政
措
置
を
全
市
民
に
拡
大
す

る
格
好
の
前
例
が
、
い
ま
密
か
に
積
み
上
げ
ら
れ
つ
つ
あ
る
。

　

自
民
党
が
二
〇
一
二
年
四
月
に
決
定
し
た
「
憲
法
改
正
草
案
」
は
、

第
一
三
条
を
、「
…
…
生
命
、
自
由
及
び
幸
福
追
求
に
対
す
る
国
民
の

権
利
に
つ
い
て
は
、
公
益
及
び
公
の
秩
序
に
反
し
な
い
限
り
、
立
法
そ

の
他
の
国
政
の
上
で
、
最
大
限
に
尊
重
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。」
と

し
て
、「
公
の
秩
序
」
に
反
す
る
場
合
は
、
国
民
が
自
由
権
の
埒
外
に

置
か
れ
る
こ
と
を
明
記
し
た
。
既
に
現
行
憲
法
下
で
行
政
機
関
が
人
身

の
略
取
・
拘
禁
・
接
見
禁
止
の
処
分
を
行
な
う
前
例
が
存
在
し
、
先
述

の
オ
ラ
ン
ダ
に
亡
命
し
た
母
娘
も
含
め
、
児
相
の
措
置
申
立
に
最
高
裁
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禁
す
る
の
は
、
今
に
始
ま
っ
た
こ
と
で
は
な
い
。
一
九
二
三
年
、
関
東

大
震
災
の
臨
時
震
災
救
護
事
務
局
は
「
朝
鮮
人
に
し
て
容
疑
の
点
な
き

者
に
対
し
て
、
之
を
保
護
す
る
と
の
方
針
」
を
と
り
、
千
葉
県
習
志
野

収
容
所
に
「
保
護
収
容
と
い
う
名
で
集
め
て
、
守
っ
て
や
る
ふ
り
を
し

て
、
実
際
に
は
、
権
力
に
と
っ
て
都
合
の
悪
い
、
思
想
的
に
危
険
だ
と

思
わ
れ
る
朝
鮮
人
や
中
国
人
の
選
別
を
お
こ
な
い
虐
殺（

28
）」

が
行
な
わ
れ

た
。
い
ま
児
相
で
、
拘
禁
さ
れ
た
子
供
た
ち
に
実
の
親
を
嫌
う
よ
う
洗

脳
が
加
え
ら
れ
、
言
う
こ
と
を
聞
か
な
い
子
供
た
ち
に
精
神
科
の
薬
物

が
投
与
さ
れ
て
い
る
現
実
を
外
延
す
れ
ば
、「
国
民
保
護
所
」
に
収
容
さ

れ
た
反
体
制
派
の
成
人
が
、
弁
護
士
か
ら
も
支
援
者
か
ら
も
一
切
関
係

を
遮
断
さ
れ
、
国
家
権
力
に
恭
順
さ
せ
る
た
め
所
長
権
限
に
よ
る
精
神

科
薬
物
投
与
な
ど
様
々
の
手
法
で
思
想
改
造
が
施
さ
れ
る
と
い
う
、
ス

タ
ー
リ
ン
時
代
の
ソ
連
を
彷
彿
さ
せ
る
状
況
が
日
本
に
再
来
す
る
身
震

い
を
感
ず
る
。

　

福
島
の
反
省
か
ら
「
核
と
人
間
は
共
存
で
き
な
い
」
と
脱
原
発
の
声

が
高
ま
っ
て
い
る
の
を
無
視
し
て
日
本
が
決
し
て
原
発
や
核
燃
料
再
処

理
工
場
を
廃
止
し
な
い
背
景
に
、
潜
在
的
な
核
武
装
の
意
図
が
あ
る
こ

と
を
、
内
外
の
多
く
の
人
た
ち
が
見
抜
い
て
い
る（

29
）。

だ
が
政
府
は
、
口

が
裂
け
て
も
こ
れ
を
語
ら
な
い
。
二
〇
〇
〇
年
、
児
虐
法
成
立
当
時
の

日
本
で
は
有
事
法
制
の
必
要
が
保
守
勢
力
内
で
熱
心
に
語
ら
れ
て
お
り
、

同
年
一
〇
月
に
発
表
さ
れ
た
米
国
の
第
一
次
「
ア
ー
ミ
テ
ー
ジ
・
レ
ポ
ー

ト（
30
）」

は
「
有
事
法
制
法
案
の
成
立
」
を
日
本
に
対
し
明
示
的
に
要
求
し
た
。

が
現
在
ま
で
一
度
も
違
憲
判
断
を
下
し
て
い
な
い
以
上
、
こ
の
と
お
り

に
憲
法
が
改
悪
さ
れ
る
と
、「
第
三
章 

国
民
の
権
利
及
び
義
務
」
の
他

の
条
文
に
大
き
な
改
悪
は
な
く
と
も
、「
憲
法
改
正
草
案
」
第
二
一
条

二
項
と
し
て
新
設
さ
れ
る
規
定
で
「
公
の
秩
序
」
に
反
す
る
と
さ
れ
た

活
動
や
そ
れ
を
す
る
結
社
員
を
恣
意
的
に
拘
束
・
無
期
限
拘
禁
し
、
国

家
権
力
の
直
接
支
配
下
に
お
く
こ
と
が
、
合
憲
と
み
な
さ
れ
う
る
。「
児

童
虐
待
」
や
「
特
定
秘
密
」
の
定
義
同
様
、「
公
の
秩
序
」
な
る
も
の

の
定
義
も
明
確
で
は
な
く
、
恣
意
的
に
運
用
さ
れ
て
、
幅
広
い
反
体
制

派
の
人
々
が
「
公
の
秩
序
維
持
と
い
う
公
益
の
た
め
の
一
時
保
護
」
の

対
象
と
さ
れ
る
危
険
が
あ
る
。

　

戦
前
の
行
政
執
行
法
（
敗
戦
後
廃
止
）
の
予
防
検
束
で
す
ら
、
翌
日
の

日
没
が
期
限
だ
っ
た
。
こ
れ
と
比
較
し
、
行
政
の
一
方
的
判
断
に
よ
り
、

令
状
な
し
の
拘
束
・
無
期
限
拘
禁
、
そ
し
て
弁
護
士
や
支
援
者
と
の
接

見
禁
止
等
の
隔
離
措
置
が
反
体
制
派
の
成
人
に
対
し
て
な
さ
れ
る
こ
と

に
な
れ
ば
、
戦
前
以
上
の
恐
ろ
し
い
治
安
立
法
と
な
る
。「
予
防
拘
禁
」

と
い
う
戦
前
の
手
垢
が
つ
い
た
語
は
む
ろ
ん
用
い
ら
れ
な
い
。
有
事
の

場
合
、「
反
戦
活
動
家
通
報
ダ
イ
ヤ
ル
」
へ
の
密
告
が
市
民
に
奨
励
さ
れ
、

そ
の
リ
ー
ダ
ー
を
拘
束
し
て
「
右
翼
の
攻
撃
か
ら
身
体
の
安
全
を
保
護

す
る
」
こ
と
に
藉
口
し
て
「
国
民
保
護
所
」
の
よ
う
な
所
に
収
容
す
る
、

と
い
う
「
福
祉
的
様
相
」
を
帯
び
た
拘
禁
と
な
る
か
も
し
れ
な
い
。

　
「
保
護
」
と
国
家
が
い
う
と
き
、
そ
れ
は
極
め
て
家
父
長
的
な
、
権

力
的
言
説
と
な
る
。
反
体
制
派
市
民
を
「
保
護
」
と
称
し
て
略
取
・
拘
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そ
の
さ
な
か
、
児
虐
法
は
あ
え
て
慎
重
審
議
を
避
け
、
わ
ず
か
六
日
で

国
会
を
通
過
し
た
。
そ
れ
ゆ
え
、
治
安
維
持
と
一
見
全
く
無
関
係
で
罪

の
な
さ
そ
う
な
こ
の
法
律
の
中
に
、
戦
前
に
す
ら
な
か
っ
た
恐
ろ
し
い
予

防
拘
禁
と
思
想
改
造
の
た
め
の
「
国
民
保
護
所
」
設
置
と
い
う
有
事
治
安

立
法
の
種
が
慎
重
に
埋
め
込
ま
れ
て
い
て
も
、
決
し
て
お
か
し
く
は
な
い
。

「
国
家
権
力
に
よ
る
保
護
」
に
な
ん
ら
疑
問
を
抱
く
こ
と
な
く
、
児
虐

法
を
全
会
一
致
で
成
立
さ
せ
る
こ
と
に
協
力
し
た
当
時
の
社
民
党
や
共

産
党
の
議
員
た
ち
は
、
支
配
者
が
市
民
を
絡
め
と
っ
て
一
層
円
滑
に
支

配
す
る
こ
と
に
手
を
貸
し
た
と
批
判
さ
れ
て
も
仕
方
な
い
で
あ
ろ
う
。

　

同
じ
厚
労
省
所
管
の
「
心
神
喪
失
者
等
医
療
観
察
法
」
に
つ
い
て

は
予
防
拘
禁
に
つ
な
が
る
危
険
性
が
既
に
指
摘
さ
れ
て
い
る
し（

31
）、

最
近
、

児
童
ポ
ル
ノ
の
単
純
所
持
を
違
法
化
す
る
「
児
童
買
春
、
児
童
ポ
ル
ノ

に
係
る
行
為
等
の
処
罰
及
び
児
童
の
保
護
等
に
関
す
る
法
律
」
改
定
案

が
保
守
勢
力
に
よ
っ
て
だ
さ
れ
、
そ
れ
に
対
し
人
権
上
の
疑
義
が
市
民

か
ら
提
起
さ
れ
て
い
る
。「
児
童
」
や
「
心
神
喪
失
者
」
な
ど
と
名
が

つ
い
て
い
る
か
ら
そ
れ
は
善
意
の
福
祉
立
法
だ
と
考
え
て
し
ま
う
の
は
、

ナ
イ
ー
ブ
に
過
ぎ
る
。

　

中
山
研
一
氏
は
、「
市
民
的
生
活
秩
序
」
や
福
祉
増
進
を
表
向
き
の

立
法
趣
旨
と
し
な
が
ら
国
家
が
治
安
法
と
し
て
用
い
る
法
律
を
「
機
能

的
治
安
法
」
と
呼
ん
だ（

32
）。

こ
ん
に
ち
予
防
拘
禁
を
直
接
に
立
法
趣
旨
と

す
る
法
律
の
成
立
が
ほ
ぼ
不
可
能
で
あ
る
こ
と
は
、
だ
れ
も
が
知
っ
て

い
る
。
そ
こ
で
国
家
は
、
児
虐
法
成
立
以
来
、
人
身
略
取
・
長
期
拘
禁
・

接
見
禁
止
の
前
例
を
、
子
供
の
犠
牲
の
も
と
に
大
き
な
異
議
を
さ
し
は

さ
ま
せ
な
い
で
積
み
重
ね
て
き
た
。
厚
労
省
が
、
報
道
発
表
等
に
お
い

て
、
虐
待
に
よ
る
死
亡
と
い
っ
た
わ
ず
か
の
極
端
な
事
例（

33
）

を
前
面
に
出

し
て
熱
心
な
「
児
童
虐
待
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」
を
は
る
裏
に
は
、
予
算
獲

得
・
省
益
拡
大
と
い
う
目
的
と
と
も
に
、
有
事
を
視
野
に
入
れ
た
機
能

的
治
安
法
の
正
統
化
と
定
着
と
い
う
隠
れ
た
ア
ジ
ェ
ン
ダ
が
あ
る
こ
と

を
、
し
っ
か
り
見
抜
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

10　

む
す
び

　

わ
れ
わ
れ
が
護
る
べ
き
は
子
供
の
権
利
で
あ
り
、
児
相
と
い
う
国
家

装
置
で
は
な
い
。「
児
童
虐
待
」
を
防
止
す
る
と
称
す
る
児
相
こ
そ
、
権

力
を
振
り
か
ざ
し
、
日
本
国
憲
法
、
子
ど
も
の
権
利
条
約
、
国
連
所
見

等
を
無
視
し
て
、
何
の
罪
も
な
い
子
供
に
国
家
的
虐
待
を
加
え
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
児
相
に
、
真
に
人
権
を
護
る
資
格
は
な
い
。
こ
う
し
た
現

状
を
放
置
す
る
な
ら
ば
、
日
本
は
恐
ろ
し
く
て
母
親
が
子
供
を
産
め
な

い
、
育
て
ら
れ
な
い
国
に
な
っ
て
ゆ
き
、
少
子
化
問
題
が
深
刻
化
し
て

ゆ
く
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
そ
の
先
に
は
、
有
事
法
制
が
め
ざ
す
反
体
制

派
成
人
の
予
防
拘
禁
が
待
っ
て
い
る
か
も
し
れ
な
い
。

　

児
相
の
権
力
装
置
化
に
由
来
す
る
人
権
侵
害
に
つ
い
て
は
、
ウ
エ
ブ

サ
イ
ト
も
立
ち
上
げ
ら
れ（

34
）、

徐
々
に
市
民
の
あ
い
だ
に
関
心
が
高
ま
っ

て
い
る
。
と
は
い
え
、
児
相
や
施
設
内
で
い
ま
拘
禁
に
苦
し
ん
で
い
る

子
供
た
ち
、
将
来
そ
う
な
る
か
も
し
れ
な
い
リ
ス
ク
と
隣
り
合
わ
せ
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（
７
）
東
京
都
福
祉
保
健
局
『
東
京
都
に
お
け
る
児
童
養
護
施
設
等
退
所
者

へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
報
告
書
』
二
〇
一
一
年
。

（
８
）C

onsideration of reports subm
itted by States parties under article 

44 of the C
onvention, C

oncluding O
bservations: Japan, U

nited 
N

ations, C
om

m
ittee on the R

ights of the C
hild, Fifty-fourth session, 

25 M
ay-11 June 2010. http://w

w
w

2.ohchr.org/english/bodies/crc/
docs/co/C

R
C

.C
.JPN

.C
O

.3.pdf

（
９
）『
朝
日
新
聞
』
青
森
全
県
版
、
二
〇
一
三
年
六
月
一
八
日
。 

（
10
）
町
野
朔
、
岩
瀬
徹
編
『
児
童
虐
待
の
防
止　

児
童
と
家
庭
、
児
童
相

談
所
と
家
庭
裁
判
所
』
有
斐
閣
、
二
〇
一
二
年
、
二
〇
四
〜
五
ペ
ー
ジ
。

（
11
）「
学
習
指
導
要
領
を
め
ぐ
る
教
育
裁
判
」http://w

w
w

.m
ext.go.jp/

b_m
enu/hakusho/htm

l/others/detail/1318314.htm

（
12
）『
子
ど
も
虐
待
対
応
の
手
引
き
』
前
掲
、
一
一
〇
ペ
ー
ジ
。

（
13
）『
子
ど
も
虐
待
対
応
の
手
引
き
』
前
掲
、
一
六
一
ペ
ー
ジ
。

（
14
）『
朝
日
新
聞
』
ち
ば
首
都
圏
版
、
二
〇
一
三
年
九
月
七
日
。

（
15
）『
朝
日
新
聞
』
北
海
道
版
、
二
〇
一
一
年
二
月
二
日
。

（
16
）『
朝
日
新
聞
』
滋
賀
全
県
版
、
二
〇
一
〇
年
一
〇
月
六
日
。
こ
の
よ
う

に
、
児
相
の
手
に
な
る
児
童
虐
待
の
記
事
は
、
な
ぜ
か
ほ
と
ん
ど
地
方
版

の
み
の
掲
載
に
と
ど
ま
っ
て
お
り
、
全
国
ス
ケ
ー
ル
で
市
民
の
目
に
ふ
れ

る
こ
と
が
な
い
。

（
17
）『
朝
日
新
聞
』
播
磨
一
版
、
二
〇
一
一
年
一
二
月
九
日
。 

（
18
）
パ
ベ
リ
ッ
チ
が
支
配
し
、
ユ
ー
ゴ
ス
ラ
ビ
ア
が
解
体
し
て
で
き
た
現

在
の
ク
ロ
ア
チ
ア
と
ボ
ス
ニ
ア
・
ヘ
ル
ツ
ェ
ゴ
ビ
ナ
を
ほ
ぼ
合
わ
せ
た
領

域
を
占
め
て
い
た
。
政
府
と
し
て
、
現
在
の
ク
ロ
ア
チ
ア
と
の
継
続
性
は

で
生
活
す
る
日
本
の
す
べ
て
の
親
子
、
そ
し
て
一
生
懸
命
産
ん
で
育
て

た
子
供
を
理
不
尽
な
権
力
に
奪
わ
れ
た
親
権
者
た
ち
を
救
う
ま
で
に
は

至
っ
て
い
な
い
。
市
民
の
人
権
を
真
に
護
る
た
め
、
こ
う
し
た
国
家
に

よ
る
虐
待
の
実
態
を
直
視
し
、
日
本
国
内
で
、
そ
し
て
世
界
で
、
人
々

が
も
っ
と
大
き
な
声
を
あ
げ
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
こ
の
声
は
、
児
虐

法
を
今
後
、
機
能
的
治
安
法
と
し
て
使
わ
せ
な
い
た
め
に
も
、
差
し
迫
っ

て
重
要
で
あ
る
。

註（
１
）『
朝
日
新
聞
』
二
〇
〇
〇
年
五
月
一
八
日
。

（
２
）『
朝
日
新
聞
』
一
九
九
九
年
七
月
五
日
夕
刊
。

（
３
）『
朝
日
新
聞
』
一
九
九
九
年
一
二
月
一
九
日
。

（
４
）
二
〇
一
二
年
九
月
に
、
東
海
地
方
の
あ
る
裁
判
所
で
な
さ
れ
た
証
人

尋
問
で
、
児
相
側
証
人
は
、「
虐
待
」
の
定
義
に
つ
い
て
、「
出
た
も
の
に

個
別
具
体
的
に
判
断
を
下
し
て
い
く
し
か
な
い
」
と
述
べ
、そ
の
一
般
的
・

一
義
的
な
定
義
が
存
在
せ
ず
、「
虐
待
」
定
義
が
児
相
の
恣
意
に
委
ね
ら

れ
て
い
る
こ
と
を
認
め
て
い
る
。

（
５
）
厚
生
労
働
省
雇
用
均
等
・
児
童
家
庭
局
長
「
児
相
運
営
指
針
の
改
正

に
つ
い
て
」（
雇
児
発
第
〇
二
一
四
〇
〇
三
号
）
に
添
付
さ
れ
た
「
児
相

運
営
指
針
」
第
五
章
第
一
節
「
一
時
保
護
の
目
的
と
性
格
」
二
〇
〇
五
年

二
月
一
四
日
。

（
６
）
厚
生
労
働
省
雇
用
均
等
・
児
童
家
庭
局
総
務
課
『
子
ど
も
虐
待
対
応

の
手
引
き
』
平
成
二
五
年
八
月
改
正
版
、
二
〇
一
三
年
、
一
六
一
ペ
ー
ジ
。
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全
く
無
い
。

（
19
）『
読
売
新
聞
』
二
〇
〇
九
年
一
月
一
八
日
。

（
20
）Fujio M

izuoka, “The D
ialectics of Space Subsum

ption, Struggle 
in Space, and Position of Localities”, Localities, Vol. 2, 2012, pp. 
41-47.

（
21
）http://w

w
w.m

hlw.go.jp/english/w
p/w

p-hw
5/dl/23010709e.pdf

（
22
）
内
海
聡
『
児
童
相
談
所
の
怖
い
話
』
三
五
館
、
二
〇
一
三
年
、

一
四
四
、一
六
七
│

一
六
八
ペ
ー
ジ
。

（
23
）http://w

w
w.m

hlw.go.jp/bunya/kodom
o/pdf/tuuchi-76.pdf 

（
24
）http://w

w
w.m

hlw.go.jp/bunya/kodom
o/pdf/tuuchi-78.pdf 

（
25
）http://w

w
w.city.yokoham

a.lg.jp/kodom
o/action/outline/file/25-636.

pdf

（
26
）
例
え
ば
あ
る
「
座
学
」
の
研
究
者
は
、
児
童
虐
待
防
止
を
主
題
と
す

る
書
物
の
書
評
に
お
い
て
、
児
童
が
死
亡
し
た
事
例
を
い
く
つ
か
取
り
上

げ
、
そ
れ
を
す
な
わ
ち
「
児
童
虐
待
問
題
」
の
「
現
場
」
の
よ
う
に
み

な
し
（
三
ペ
ー
ジ
）、
本
稿
が
取
り
上
げ
る
よ
う
な
児
相
問
題
の
位
相
に
、

全
く
関
心
を
払
っ
て
い
な
い
（
町
野
朔
「
児
童
虐
待
と
の
戦
い

│
『
児

童
虐
待
の
防
止　

児
童
と
家
庭
、
児
童
相
談
所
と
家
庭
裁
判
所
』
に
寄
せ

て
」『
書
斎
の
窓
』
六
一
五
号
、
二
〇
一
二
年
）。

（
27
）「
秘
密
保
護
法
案 

有
識
者
会
議
の
ま
や
か
し
」『
東
京
新
聞
』
二
〇
一
三

年
一
〇
月
二
六
日
。

（
28
）
千
葉
県
に
お
け
る
追
悼
・
調
査
実
行
委
員
会
編
『
い
わ
れ
な
く
殺
さ

れ
た
人
び
と
』
青
木
書
店
、
一
九
八
三
年
、
一
一
六
、一
二
一
ペ
ー
ジ
。

（
29
）‘Japan's N

uclear Plan U
nsettles U

.S.’,  The W
all Street Journal, 1 

M
ay 2013.  http://online.w

sj.com
/article/SB

10001424127887324582
004578456943867189804.htm

l

（
30
）「
米
国
と
日
本

│
成
熟
し
た
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
に
向
け
て
」

http://w
w

w.ne.jp/asahi/nozaki/peace/data/data_am
i_j.htm

l

（
31
）「
心
神
喪
失
者
等
医
療
観
察
法
（
予
防
拘
禁
法
）
を
許
す
な
！ 

ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
」http://nagano.dee.cc/netw

orknew
s.htm

（
32
）
中
山
研
一
『
現
代
社
会
と
治
安
法
』
岩
波
新
書
、
一
九
七
〇
年
、

一
四
五
ペ
ー
ジ
。

（
33
）
真
に
「
虐
待
」
と
み
な
す
こ
と
の
で
き
る
子
供
へ
の
有
形
力
行
使
は
、

刑
事
事
件
と
し
て
警
察
の
所
轄
と
な
る
。
警
察
が
摘
発
し
た
児
童
虐
待
件

数
を
み
る
と
、「
過
去
最
高
」
と
さ
れ
る
二
〇
一
一
年
で
も
、
四
七
二
件

と
厚
労
省
発
表
の
約
一
四
〇
分
の
一
に
す
ぎ
な
い
。（『
日
本
経
済
新
聞
』

二
〇
一
三
年
三
月
七
日
。）

（
34
）「
児
童
相
談
所
の
実
態
（
実
録
）」http://w

w
w

.boreas.dti.ne.jp/
~h777m

300/

﹇
水
岡
不
二
雄
（
み
ず
お
か
ふ
じ
お
）
一
橋
大
学
経
済
学
研
究
科
教
授
。
著

書
に『
グ
ロ
ー
バ
リ
ズ
ム（
21
世
紀
の
若
者
た
ち
へ
）』八
朔
社
、二
〇
〇
六
年
、

『
経
済
・
社
会
の
地
理
学

│
グ
ロ
ー
バ
ル
に
、
ロ
ー
カ
ル
に
、
考
え
そ
し

て
行
動
し
よ
う
』
有
斐
閣
、 

二
〇
〇
二
年
（
編
著
）
他
、
監
、
共
訳
書
に
『
都

市
の
資
本
論

│
都
市
空
間
形
成
の
歴
史
と
理
論
』
デ
ィ
ヴ
ィ
ド 

ハ
ー
ヴ

ェ
イ
、青
木
書
店 

一
九
九
二
年
）、『
空
間
編
成
の
経
済
理
論
』〈
上
下
〉
共
訳
、

デ
ィ
ヴ
ィ
ド 
ハ
ー
ヴ
ェ
イ
、 

大
明
堂
一
九
八
九
、九
〇
年
他
。﹈


